
松本障害保健福祉圏域自立支援協議会 部会・プロジェクト議事録 

 

部会・プロジェクト名 

令和３年度 第２回 

しごと部会 

開催日：令和３年６月１６日（水） 

時 間： １３：３０～１５：００ 

場 所：梓川公民館 多目的会議室 

参加者構成機関名 松本市障害福祉課、安曇野市福祉課、松本保健福祉事務所福祉課、松本養護学校、

安曇野養護学校、基幹相談支援センター、総合相談支援センターWish、希望の家、安曇野市社会福祉

協議会、就業・生活支援センターらいと、障害者相談支援センターぴあねっとまつもと、マシュマロ、

就労センターそら、協議会事務局 

次第 １アンケート結果の送付について ２就労継続支援 B 型事業所連絡会の立ち上げについて  

（１）開催方法（２）時期（３）内容 ３その他   

 

会議内容 

１アンケート結果の送付について 

・調査にご協力いただいた事業所に結果を送付する。…松本保健福祉事務所よりメールにて一斉送信

していただく。メールで難しいところは手渡し等にて。 

・その他の事業所については、連絡会を行うにあたり、送付できると良い。 

２就労継続支援 B型事業所連絡会の立ち上げについて  

（１）開催方法 

・１回目は圏域全体で開催してみて、今後、地域毎での方向。 

・場所は、圏域全体からアクセスが良いところが良い。南松本や梓川方面が良いのではないか。 

（２）時期 

・秋頃の開催（９～１０月頃） 

（３）内容  

・情報共有だけで集まるのは難しいのではないか。 

・仕事につながるようなものがあると来てくれるのではないか。 

・以前、任意の集まりとして「就労ネット」というものがあり、１９時から自主的に就業支援関係者

（センター、医療機関、行政、企業等）集まっていたが、現状は実施していない状況。 

・研修も一つだが、特に予算がない。職業センターからだと講師料は無料。 

・お互いの事業所の特性、カラーを知るところから積み上げていけると良いのではないか。お題を出

すと堅苦しくなってしまう。事業所同士でコラボできるようなつながり作りの第一歩としてできる

と良いのではないか。 

→より多くの事業所がお互いの事業所が分かるように、当日の資料に事業所紹介シートがあると良い

のではないか。また、改めて自立支援協議会のホームページの事業所紹介のページも周知させてい

ただけると良いのではないか。 

・話し合うことで見えてくる課題も出てくるのではないか。いずれ、それぞれで相談できるようにな

れば…。 



・部会としては、まずは場を提供することができれば良いのではないか。アンケートの結果を元にこ

ういう意見があったので機会を設けたというところで、見えてきた課題を次回に話し合う形も一つ

ではないか。事業所同士でこういうものが必要となり、始まったということで発信できると良い。主

体的に広がっていけると良い。 

・グループワークも一つ。結果の中のこと、一番困っていることを話し、少しでも解決の糸口が見つか

れば良い。いきなり事例検討ではなく、次回に事例を持ってきてもらうなどにする。 

・Ｂ型としてどんな希望、ニーズがあるかを話せると良い。 

・支援力の向上を目標にできると良い。 

・行ってみたいと魅力のある会になると良い。 

・工賃を上げる工夫をしている事業所から発表してもらうのも一つか。 

【第一回目の案】 

前半：事業所について自己紹介 

後半：グループワーク…アンケートの結果を元にした話し合い→全体で共有 

 

３その他   

特になし 

 

次回 開催日時未定 連絡会の開催場所・日にちについて調整後、開催予定。 

 


